
保
育
士
資
格
を
取
っ
て
も
、

時
給
ア
ッ
プ
は
た
っ
た
９
円⁉

12
月
７
日
、
流
山
市
議
会
に
お
い
て
お
だ

ぎ
り
た
か
し
議
員
は
、
市
職
員
の
非
正
規
雇

用
（
会
計
年
度
任
用
）
職
員
の
処
遇
改
善
を

求
め
、
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

総
務
部
長
は
「
会
計
年
度
任
用
職
員
（
Ｒ

４
年
４
月
１
日
時
点
）
は
専
門
職
含
め
１
０

３
職
種
。
合
計
９
８
４
人
、
そ
の
う
ち
時
給

１
５
０
０
円
未
満
の
職
に
就
く
職
員
は
７
７

８
人
、
そ
の
う
ち
女
性
の
割
合
は
６
５
９
人
」

と
回
答
。
ま
た
公
立
保
育
所
の
延
長
保
育
従

事
者
の
時
給
に
つ
い
て
は
、
「
無
資
格
者
で

時
給
１
３
１
７
円
、
有
資
格
で
１
３
２
６
円
」

と
し
、
９
円
し
か
増
額
さ
れ
な
い
こ
と
わ
か

り
ま
し
た
。

ま
た
、
図
書
館
司
書
に
つ
い
て
も
、
時
給

は
１
０
２
６
～
１
０
６
５
円
で
、
月
収
１
５

～
１
６
万
円
程
度

と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
『
会

計
年
度
任
用
制
度
』

の
結
果
、
大
量
の

雇
止
め
が
Ｒ
６
年

度
末
に
発
生
す
る

こ
と
も
市
は
否
定

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
だ
ぎ
り
市
議

は
「
恒
常
的
に
必

要
な
人
材
は
、
常

勤
職
員
化
す
べ
き

で
、
大
量
の
雇
止
め
を
強
い
る
の
は
許
さ
れ

な
い
。
最
低
時
給
１
５
０
０
円
以
上
に
引
き

上
げ
、
根
本
的
な
改
善
」
と
改
善
を
求
め
ま

し
た
。

最
低
賃
金
の
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
求
め
る

意
見
書
が
採
択

12
月
20
日
市
議
会
最
終
日
、
日
本
共
産
党
提
出
の

「
最
低
賃
金
の
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
」

が
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
反
対
は
流
政
会

（
川
本
大
岳
・
石
原
修
治
・
笠
原
久
恵
・
青
野
直
各
議

員
）
、
公
明
党
（
桑
畑
伴
子
・
岡
明
彦
・
戸
部
滋
・
野

村
誠
各
議
員
）
、
自
民
党
（
中
川
弘
議
員
）
で
し
た
。

流
山
市
議
会
で
は
、
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
で
も

「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
関
す

る
意
見
書
（
日
本
共
産
党
提
出
）
」

を
採
択
し
、
そ
の
後
の
改
善
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。
今
回
で
２
回
目

と
な
り
ま
す
。

流山民報号外（２３.１２.２２）小田桐090‐8567‐8858

21
年
目
を
迎
え
る
井
崎
市
政
。
「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
」
の
名
の
下
、
非
正
規
職
員
数
は
１.

７
倍

化
に
。
し
か
も
、
「
学
校
教
育
に
関
す
る
基
本
的
及
び
専
門
的
事
項
の
調
査
、
研
究
及
び
指
導

を
行
う
指
導
員
」
や
「
家
庭
か
ら
の
相
談
業
務
や
調
査
・
指
導
等
の
児
童
福
祉
に
関
す
る
業
務

支
援
員
」
な
ど
高
度
で
専
門
性
を
有
す
る
職
種
ま
で
広
げ
た
結
果…

常勤職員に占める女性の割合 ３５％

非正規職員に占める女性の割合 ８４％

非正規職員のうち

時給１５００円未満の割合

（うち女性の割合）

７９％

（６７％）



『
事
業
系
』
と
言
っ
て
も
、
営
利

目
的
の
事
業
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自

治
会
や
子
ど
も
食
堂
、
消
防
団
な
ど

も
対
象
に
。
し
か
も
、
自
治
会
な
ど

の
お
祭
り
で
出
る
缶
や
段
ボ
ー
ル
は
、

分
別
す
れ
ば
月
２
回
の
資
源
ご
み
回

収
に
ま
わ
し
、
自
治
会
の
活
動
費
に

還
元
出
来
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
、

自
治
会
と
収
集
事
業
者
が
別
途
契
約

を
結
び
、
経
費
を
支
払
い
、
資
源
ご

み
回
収
と
は
別
ル
ー
ト
で
回
収
さ
せ
、

別
途
処
分
を
す
る
こ
と
に…
活
動
費

へ
の
還
元
も
な
く
な
り
ま
す
。
事
務

処
理
も
、
経
費
も
、
ガ
ソ
リ
ン
も
、

余
分
な
負
担
が
自
治
会
等
に
も
、
回

収
事
業
者
に
も
増
大
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

お
だ
ぎ
り
た
か
し
市
議
の
質
問
に

対
し
、
「
ご
み
出
し
変
更
の
効
果
は

１
．
１
５
％
」
と
回
答
。
ま
た
、
自

治
会
等
の
事
務
量
や
経
費
に
加
え
、

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
拡
大
も
認
め
ま
し
た
。

お
だ
ぎ
り
市
議
は
、
一
般
質
問
に

加
え
、
12
月
13
日
議
会
代
表
者
会
議

で
も
市
長
に
直
訴
。
不
要
な
混
乱
よ

り
も
、
市
民
生
活
の
安
定
を
求
め
、

市
独
自
の
是
正
案
を
求
め
ま
し
た
。

足
立
区
も
２
０
１
７
年
10
月

～
事
業
系
の
ご
み
の
出
し
方
を

変
更
。
し
か
し
、
①
45
㍑
２
枚

ま
で
、
②
常
時
従
業
員
20
名
以

下
、
と
い
う
条
件
を
付
け
、
最

寄
り
の
集
積
所
に
ご
み
を
置
く

こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。
ま
た

ご
み
袋
に
記
名
や
集
積
所
管
理

団
体
の
了
承
等
、
排
出
者
責
任

の
明
確
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
も
寄
与
す
る
な
ど
、
自

治
体
独
自
に
、
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
ま
す
。

家
庭
ご
み
へ
の
指
定
ご
み
袋
強
制
か
ら
、
１
年
半
。
今
度
は
『
事
業
系
』
ご
み

の
出
し
方
変
更
を
強
制
す
る
井
崎
市
政
。
し
か
し
、
そ
の
先
に
は
混
乱
と
負
担
増

が…

12
月
20
日
、
市
議
会
最
終
日
。
日

本
共
産
党
提
案
の
『
事
業
系
ご
み
の

出
し
方
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
周
知

徹
底
を
強
く
求
め
る
決
議
』
を
全
議

員
が
賛
成
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

決
議
で
は
、
「
①
周
知
徹
底
を
強

く
求
め
る
。
②
市
役
所
等
、
公
共
の

施
設
や
市
が
参
画
す
る
各
種
催
し
か

ら
模
範
を
示
す
こ
と
」
を
求
め
て
い

ま
す
。

お
だ
ぎ
り
市
議
は
、
「
事
業
者
の

多
く
も
知
ら
ず
、
自
治
会
等
の
団
体

に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま

強
権
発
動
と
い
う
姿
勢
は
、
市
民
自

治
に
も
反
す
る
。
ま
ず
は
市
役
所
で

徹
底
し
、
課
題
を
抽
出
し
、
制
度
を

見
直
す
べ
き
で
し
ょ
う
」
と
話
し
て

い
ま
す
。


